
再々評価調書 

事 業 名 山田池公園整備事業 

担 当 部 署 都市整備部 公園課 府営公園グループ （連絡先 内線 06-6944-9314） 

事 業 箇 所 枚方市山田池公園 他 

再々評価理由 再評価後５年を経過した時点で継続中 

目    的 山田池公園は、山に親しむ公園として位置付けられ、北河内地域の中心的な

風致公園として整備を進めている。北地区は山田池を中心に池周辺丘陵地の

樹林や竹林などをできるかぎり保全して花菖蒲園やあじさい園などの見所を

整備し、南地区は広大な芝生広場とせせらぎ水路を中心とする開放的なゾー

ンとして整備する。また、都市周辺の環境を保全する重要な水と緑のオープ

ンスペースとして整備を図る。 

内    容 ・都市計画決定面積 75.2ha〈事業認可面積 74.8ha（事業完了区域含む）〉

 ・造成工 約 65ha 

 ・施設整備工 管理事務所・休憩所・便所等 

 ・植栽工 約 52ha 

【主要施設】 

・山田池 ・水生花園 ・花木園 ・展望広場 ・もみじ谷 ・芝生広場 

・川原広場 ・実りの里 他 

全体事業費 約 505.5億円(認可約 501.9億円)うち投資済事業費約 473.2 億円

（内訳）調査費 約  6.1 億円(認可約  5.8 億円)（内訳）調査費約  4.8 億円

用地費 約 399.7億円(認可約 396.7億円)      用地費約 394.4億円

   工事費 約 99.7 億円(認可約 99.4 億円)       工事費約 77.3 億円

事 業 費 

 

 

※（ ）内の数値

は前回評価時点

のもの 

【事業費の変更理由】 

事業費の変更なし 

 

【工事費の内訳】 

造成工   約 43.9 億円（約 43.7 億円）

施設整備工 約 37.9 億円（約 37.9 億円）

植栽工   約 17.9 億円（約 17.8 億円）

事業費の 

変動要因 

【他事業者との協議状況】 特になし 

【再評価時に予測した事業費変動要因の状況】 今後の変動要因なし 

【計画変更の予定】 変更事業認可事前協議中（H22．3 取得予定） 

維持管理費  約 186 百万円／年  （約 300 円／㎡・年） 

上 位 計 画 ・大阪府公園基本構想（Ｈ5.11）  ・大阪府広域緑地計画（Ｈ11.3） 

・「大阪府都市基盤整備中期計画（案）改定版」（Ｈ17.3） 

事

業

概

要 

関 連 事 業 ・公共建設残土処分地（山田池公園南地区造成事業 S60～H11） 

公共残土 161 万ｍ３受入 南地区基盤造成平成 11 年度完了 

事前評価時点 

(※評価なし) 

再評価時点 

(H15) 

再々評価時点 

(H20) 

分析 経    過 

 

事業採択年度 

事業着工年度 

完成予定年度 

S46 

S47 

－ 

S46 

S47 

－（認可 H20） 

S46 

S47 

－(認可 H25 延伸予定) 

大阪府財政再建プロ

グラム案により事業

費配分を見直したた

め 

進 捗 状 況  

 

用地：99％(認可 99％)

〈74.6ha/75.2ha〉 

〈認可 74.6ha/74.8ha〉

工事：58％ (認可 58％)

用地：99％(認可 99％) 

〈74.6ha/75.2ha〉 

〈認可 74.6ha/74.8ha〉 

工事：78％ (認可 78％) 

H19 年度末開設

面積 62.2ha 

H15～19 開設面

積 16.8ha 

事
業
の
進
捗
状
況 

今後の事業進

捗 の 見 通 し 

・平成 21 年度には 4.5ha を開設予定。 

・今後も現況地形や既存樹木を利用した整備を行うことなどにより事業費の

縮減を図りつつ、事業認可区域の完成を目指す。 

 

事前評価時点 再評価時点 再々評価時点 分析 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

○｢産業基盤の整備

の遅れ、産業・人口

の過度の集中、住宅

及び公園緑地、下水

道、し尿ごみ処理施

設等の都市環境施

設の整備の立ち遅

れと各種公害の発

生による都市環境

の悪化｣に対処する

ため、｢大阪地方計

画｣（S37.5）が策定

された。この｢大阪

地方計画｣における

大公園整備計画の

ひとつとして山田

池公園を位置付け

ている。 

 

○大阪府広域緑地計画

（H11.3）において、 

・五大水辺空間（河川臨

海部） 

・周辺三山系 

・中央環状緑地群 

で構成されるみどりのﾈ

ｯﾄﾜｰｸ化の大規模公園の

ひとつとして山田池公

園を位置付けている。 

○急速な高齢社会の進

展、障がい者の社会参加

意識の高まりなど社会

状況の変化に対応して

｢大阪府福祉のまちづく

り条例｣が改正（H15.4）

された。 

○｢大阪府地域防災計

画｣において後方支援活

動拠点に、「枚方市地域

防災計画」において広域

避難地に、山田池公園が

指定されている。また、

全国に先駆けて策定し

た大阪府防災公園整備

指針（H11.6）、大阪府防

災公園施設整備ﾏﾆｭｱﾙ

（H12.3）に基づき防災

公園として整備を図っ

ている。 

○変更点なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者、障がい者等の

日常生活等における移

動等の利便性等の向上

を図るため、「高齢者、

障害者等の移動等の円

滑化の促進に関する法

律」が施行（H18.12）さ

れた。また、これを受け

て公園施設の整備を行

う際の具体的な指針と

して「都市公園の移動等

円滑化整備ガイドライ

ン」が策定（H20.1）さ

れた。 

 

○変更点なし 

○大阪におけ

る面的なみど

りの充実の必

要性を踏まえ、

ﾈｯﾄﾜｰｸのみど

りの拠点であ

る府営公園に

おいて、各公園

の特性を活か

した公園整備

が必要。 

○｢高齢者、障

害者等の移動

等の円滑化の

促進に関する

法律｣施行に基

づく公園整備

実施の必要性

が更に増。 

 

 

 

 

○災害時にお

ける広域避難

地や後方支援

活動拠点とな

る防災公園と

して整備が必

要。 

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化 

地
元
等
の
協
力
体
制 

 ○山田池公園内におい

て公園の花壇管理を行

う｢山田池公園花のｸﾗ

ﾌﾞ｣や公園清掃のﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱなど3団体約70名が活

動中。また、障がい者や

高齢者などの公園案内

をするﾋｰﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾅ （ーｻ

ﾎﾟｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）を養成中。 

○山田池公園内におい

て公園の花壇管理を行

う｢山田池公園花のｸﾗ

ﾌﾞ｣や公園清掃のﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ等 11団体約390名が活

動中。また、障がい者や

高齢者などの公園案内

をするﾋｰﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾅ （ーｻ

ﾎﾟｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）が活動中。

○今後とも府

民のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活

動の場・参加の

機会を拡大し

ていく必要が

ある。 



 

事前評価時点での状況 
 

 備 考 

再評価時点での状況 再々評価時点での状況（変更点） 分析 

費用便益分析 

・Ｂ／Ｃ＝ 

便益総額 

  Ｂ＝     億円  

総費用 

Ｃ＝     億円 

 

 

・事前評価時点では費用便益分析の

手法が確立されておらず、算出でき

ず。 

・Ｂ／Ｃ＝ １．０６ 

便益総額 Ｂ＝ ３５０．２億円 

総費用  Ｃ＝ ３３１．２億円 

※ 国土交通省都市・地域整備局公園緑地課監修｢大

規模公園費用対効果分析手法マニュアル｣による。

便益：健康・レクリエーション空間の提供など公園

の直接的な利用価値と都市防災、都市環境の維持・

改善など公園の間接的な利用価値を便益として計

上。 

費用：用地費、施設費及び５０年間の維持管理費を

現在価値化し算出。 

・変更なし 

 

便益総額 Ｂ＝３５０．２億円 

  ①直接利用価値 １７５．３億円 

  ②間接利用価値 １７４．９億円 

 総費用  Ｃ＝３３１．２億円 

 建設費     ２９１．０億円 

  維持管理費    ４０．２億円 

 

 

 

 

その他の指標

（代替指標） 

  ・H15.3 末現在 
 開設面積：45.4ha  
 年間来園者数：約 42 万人  

・H20.3 末現在 
 開設面積：62.2ha 
 年間来園者数：約 81 万人 

開設面積の増加とともに来園

者数も増加している 

 事
業
効
果
の
分
析 

定性的分析 

＜安全・安心＞ 

○自然環境を保全・創出することで都市の大気浄化やﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ現象の緩

和など都市生活者にとって安全･安心につながる。 

＜活力＞ 

○公園を利用して周辺住民の散歩やｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞなど個人の体力に応じた運

動が可能であり病気の予防や心身を鍛えることができるなど個人の活力

につながる。また、広場などの施設整備により地域交流の場となり地域

住民のｺﾐｭﾆﾃｨ活動が活性化される。 

＜快適性＞ 

○北地区では 10ｈa におよぶ広大な池と保存された自然の樹林地の中で

都市のオアシスとして、また南地区では大芝生広場で家族や友達と遊ん

だり食事をするなど、「ゆったり・のんびり」と過せて、精神的にﾘﾌﾚｯｼ

ｭできる。 

＜その他（レクリエーション機能）＞ 

○鴨をはじめ数多くの野鳥のﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞや自然を利用した環境学習、

広場でのアウトドア活動など多様なレクリェーションの場となる。 

 

○大阪府地域防災計画において地震等の災害時にお

ける自衛隊・消防・警察など応援部隊の活動拠点と

なる後方支援活動拠点として指定されている。また、

枚方市地域防災計画において震災時に火災の延焼拡

大によって起こる輻射熱等から市民を守る広域避難

地として指定されている。 

○府民との協働による花壇管理の実践で、府民や地

域住民の自己実現や社会参加などの活性化が図られ

ており、山田池公園花のｸﾗﾌﾞなど 3団体約 70 名のﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱが活動中。また、障がい者・高齢者の公園案内

をするﾋｰﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾅｰ（ｻﾎﾟｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）を養成中。 

○「大阪府福祉のまちづくり条例」に基づき、障が

い者・高齢者をはじめ誰もが利用できるよう公園施

設の整備に配慮することにより、来園者が公園を安

全かつ快適に利用できる。 

○変更点特になし  

 

○変更点特になし 

○山田池公園内の花壇管理を行う｢山田池公園花のｸ

ﾗﾌﾞ｣ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや公園清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど11団体約390名

が活動中。また、障がい者や高齢者などの公園案内

をするﾋｰﾘﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾅｰ（ｻﾎﾟｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）が活動中。 

○「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律」及び「都市公園の移動等円滑化整備ガイ

ドライン」に基づき、障がい者・高齢者の移動又は

施設の利用上の利便性及び安全性をさらに向上させ

る必要が生じている。 

○南地区において、芝生広場やパークセンター等を

開設し、より多様なレクリエーションの場としての

利用が可能となった。 

当初予定どおりの効果が発揮

されている 

自然環境等への 

影響と対策 

○広大な池や保全された樹林・竹林などの自然とふれあえる水と緑のオ

ープンスペースとして積極的な創出を図る。 

○変更点特になし  ○変更点特になし  

その他特記すべき

事項 

    

 前回評価時の 

意見具申・府の 

対応方針の概要 

【意見具申】 

 

【府の対応方針】 

【意見具申】「事業継続は妥当」であると判断する。

【府の対応方針】「事業継続」とする。 

（前回評価に対する具体的な取組み） 

 

 

 



山田池公園整備事業　概要図

事　業　箇　所　図 平　面　図

H19年度末開設区域

事業認可区域

計画決定区域
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穂谷川

山田池
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花木園
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実りの里


	0441再々評価調書新1（山田池）.pdf
	0442再々評価調書新2（山田池）.pdf
	0443再々評価図面（山田池）.pdf



